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エコパークゾーンの現状（補足説明）
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アオサの海域回収量の推移（和白地区）
（ｍ3）

 

アオサ回収による窒素、リンの除去アオサ回収による窒素、リンの除去

アオサの成分（乾重量あたり）アオサの成分（乾重量あたり）
窒素＝２．２窒素＝２．２ ％～３．１％～３．１ ％→約２．７％％→約２．７％
リン＝０．１９％～０．２０％→約０．２％リン＝０．１９％～０．２０％→約０．２％

（平成７年度港湾局調査）（平成７年度港湾局調査）

 

 



アオサ回収による窒素、リンの除去アオサ回収による窒素、リンの除去

海域回収海域回収

窒素窒素 186186 ｔｔ ×× 約約2.7%2.7% ＝＝ 約約5,0005,000 kgkg
リンリン 186186 tt ×× 約約0.2%0.2% ＝＝ 約約 370370 kgkg

和白海域和白海域
3,1003,100 ｍｍ33 ×× 比重比重 0.60.6 ×× (( 11 -- 水分約水分約90%)90%)

＝＝186186 ｔｔ （乾重量）（乾重量）

平成平成1818年度年度

 

アオサ回収による窒素、リンの除去量アオサ回収による窒素、リンの除去量

80801,1001,100400400 ｔｔ陸域回収陸域回収

5005006,8006,8002,5302,530 ｔｔ合合 計計

5050700700450450 ｍｍ３３

(270(270 ｔ）ｔ）

百道百道

3703705,0005,0003,1003,100 ｍｍ３３

(1,860(1,860 ｔ）ｔ）

和白和白海域回収海域回収

リン換算量リン換算量

(kg)(kg)

窒素換算量窒素換算量

(kg)(kg)

回収量回収量

((湿重量湿重量))

約約0.220.22％％約約0.130.13％％アオサで回収している割合アオサで回収している割合

約約2323万万約約540540万万博多湾年間流入負荷量博多湾年間流入負荷量

 



水質（水質（CODCOD））
和白海域和白海域（（HH--11））
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上層 下層

昭和昭和3030年代年代

和白干潟の利用状況和白干潟の利用状況

戦後～昭和戦後～昭和5656年まで年まで

 



人の利用状況人の利用状況--１（Ｈ５～Ｈ１１）１（Ｈ５～Ｈ１１）

 

人の利用状況人の利用状況--２（Ｈ１２～Ｈ１６）２（Ｈ１２～Ｈ１６）

 



適度な水温と日射量

有機物の沈降

有機物堆積

環境関連図
流域人口の増加

栄養塩の増加

栄養塩負荷の流入

海面

Ⅰ流域人口増加期

植物プランクトンの増殖や
ＣＯＤの増加

魚類への影響

魚類への影響

底生生物への影響

成層による鉛直混合抑制

溶存酸素濃度の減少

有機物の分解に伴う酸素消費
と底泥からの栄養塩溶出

海底

淡水の流れ込み

水温上昇

要因と現象の関係

助長する要因と現象の関係

富栄養化に伴う有機汚濁（現象）の発生過程

赤潮（現象）の発生過程

貧酸素水塊（現象）の発生過程

生物の生息状況への影響 現象の発生を助長する要因

赤潮の発生

貧酸素水塊の発生

適度な水温と日射量

有機物の沈降

有機物堆積

環境関連図
流域人口の増加

栄養塩の増加

栄養塩負荷の流入

海面

植物プランクトンの増殖や
ＣＯＤの増加魚類への影響

魚類への影響

底生生物への影響

成層による鉛直混合抑制

貧酸素水塊の発生

有機物の分解に伴う酸素消費
と底泥からの栄養塩溶出

海底

淡水の流れ込み

水温上昇

要因と現象の関係

助長する要因と現象の関係

富栄養化に伴う有機汚濁（現象）の発生過程

赤潮（現象）の発生過程

貧酸素水塊（現象）の発生過程

生物の生息状況への影響 現象の発生を助長する要因

Ⅱ下水道高度処理期

下水道の普及・

高度処理化赤潮の発生

溶存酸素濃度の減少

減少
減少

 
 



福岡市の人口と下水処理人口の推移
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博多湾水質（全リン）の推移
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博多湾の赤潮発生状況博多湾の赤潮発生状況(S51(S51～～HH17)17)

リン除去高度処理開始リン除去高度処理開始

その他・不明

Ｓ５３ 10 68
Ｓ５４ 5 21
Ｓ５５ 21 53
Ｓ５６ 5 17
Ｓ５７ 5 9
Ｓ５８ 9 73
Ｓ５９ 5 10
Ｓ６０ 7 82
Ｓ６１ 9 92
Ｓ６２ 8 83
Ｓ６３ 6 62
Ｈ１ 4 48
Ｈ２ 8 65
Ｈ３ 13 93
Ｈ４ 9 74
Ｈ５ 13 142
Ｈ６ 7 65
Ｈ７ 6 63
Ｈ８ 7 53
Ｈ９ 5 49
Ｈ１０ 4 11
Ｈ１１ 6 55
Ｈ１２ 7 72
Ｈ１３ 4 44
Ｈ１４ 6 121
Ｈ１５ 5 102
Ｈ１６ 4 167
Ｈ１７ 4 41

１月 ２月 ３月９月 １０月 １１月 １２月５月 ６月 ７月 ８月年度
発生
回数

延べ
日数

４月

珪藻類 渦鞭毛藻類
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博多湾の底質博多湾の底質(S51(S51～～HH17)17)

COD[COD[夏季夏季]]

 

 流域人口の増加に伴い博多湾の栄養塩が増加し、植物プランクトンの増殖な

どにより赤潮が発生し、海底に有機物が堆積 

 下水道の普及・高度処理化により、海水中の栄養塩濃度が減少し、冬季の赤

潮の発生が減少したが、海底に堆積した有機物は減っていない 



適度な水温と日射量

赤潮・アオサの発生

有機物沈降

有機物堆積

覆砂・アマモ場造成

覆砂生物生息場の創造

底生生物加入

アマモ場造成

栄養塩の増加

稚仔魚育成

酸素供給

溶出

吸収

溶出抑制

海面

新生堆積物

 
 

岩礁帯

香椎川河口
滞留域解消

作澪 流速増加 海水交換促進

作澪

水質改善

 



護岸
整備

鳥類の休息場

カニの生息場

水質

浄化

磯生物

(付着動物、海藻類）の

付着基盤

親水性向上

石積護岸

海岸整備

海面

栄養塩の吸収

酸素供給

旧護岸

磯生物の付着
が少ない

海に近づきにくい

江戸時代の築堤

江戸時代の築堤

 
 

アオサ回収

富栄養化

ア オ サ 回 収

適度な水温と日射量

悪臭苦情

アオサ発生

干潟生物減少

苦情の解消栄養塩の除去

海面
陸域回収 堆積

腐敗

アオサ堆積

海域回収

海底・干潟への堆積減少

干潟生物

生息環境悪化

干潟

 



施策に期待できる効果施策に期待できる効果

○◎○○
人の利用の

促進

○○◎○○○
生物生息環境の

改善

◎○○◎◎◎水質・底質の改善

アオサ
回収

石積護岸
海岸整備

アマモ場
づくり

作澪覆砂
下水道整備

高度処理施策

 


